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授業アンケートへの回答 

2023 年 12 月 23 日 

 

授業アンケートに御協力いただきありがとうございました。 

自由記述のコメントについて、お答えします。 

 

【刑事学各論】 

第１ チェックテスト及び KU Wi-Fi へのアクセスについて 

１ チェックテストの実施について 

今学期も LMS を利用してほぼ毎回チェックテストを実施しました。 

出席者のみが回答できるようすることを目指して、KU Wi-Fi からのアクセ

スした場合にのみ回答できるようにしたことについては、後述の KU Wi-Fi へ

のアクセスの問題を除けば、肯定的な評価を得ました。 

春学期の 1 つの科目では、学生証をカードリーダーで読み込んで行う出席

確認を実施しましたが、今学期は実施しませんでした。その理由としては、①

出席確認をすると、わずかではあっても、授業に集中できない時間が生じてし

まうことから、受講生の負担が決して小さくないのではないかと懸念したこと

があります。また、②チェックテストにおいて、出題を工夫したり、質問を書

いてもらったりすることによって、出席していないにもかかわらずチェックテ

ストに解答した学生に得点を取らせないようにある程度できることから、出席

確認をしなくてもチェックテストでその機能を果たすことができると考えたこ

ともあります（後記第６参照）。今後も状況を見ながら、出席確認の要否を判

断し、必要に応じて実施していきたいと考えています。 

２ KU Wi-Fi へのアクセスについて 

KU Wi-Fi へのアクセスがスムーズにいかず、別の場所に移動しなければな

らなかったという声を多数いただきました。 

お手間や時間内にアクセスできるのかというご心配をおかけしましたこと、

お詫び申し上げます。 

ネットワーク全体の増強が必要であるため、教室内のアンテナを増設すれば

解消するというわけではないらしく、大規模な工事が必要とのことです。 

よりスムーズなアクセスができるように教授会で発言するなど、予算申請を

働き掛けていきたいと考えています。 

 

第２ レジュメの提供について 

レジュメは、学期初めに学期中の全てのファイルを提供しました。 

この点は、大変好評でしたので、今後も継続していきたいと考えています。 

 

 

第３ レジュメのフォントについて 

レジュメのフォントを MS 明朝から UD デジタル教科書体 NP-R へ変更しまし
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た。これに伴い、レジュメの記載を全体に見直しました。 

フォントが見やすいとの声をいただきほっとしています。 

 

第４ レポートの時期について 

レポート課題の発表を早めに行ったことについては、大変好評でした。 

また、レポートの締切を他の科目に比べて早めに設定したことについても、大

変好評でした。 

課題の内容にもよりますが、今後も可能な限り早めに課題を発表し、締切を早

めに設定していきたいと考えています。 

 

第５ 座席について 

年度初め時点の履修者数に比べて秋学期初めの履修変更により 100 名近く履修

者が増えました。 

そのため、当初割り当てられていた教室では手狭となり、教室変更を行いまし

たが、それでもゆったり座っていただけるようにはなりませんでした。 

受講者数に適した教室ではないとの御意見を多数いただきました。 

適切な受講環境を提供できなかったことについて、深くお詫び申し上げます。 

来年度以降にこのような状況が再び発生しないように複数の選択肢を提示して

改善のための措置を執るよう学部執行部に働き掛けています。また、教授会でも

発言しました。年明けの教授会でも再度発言し、対応を求めたいと考えています。 

良好な授業環境を保つため、できる限り、3 人掛けの席の中央の席（真ん中の

席）には座らないようお願いをしました。この点は、私語が少なくなることから、

大変好評でした。 

以前から行ってきたお願いですので、今後も継続していきたいと考えています。 

 

第６ 質問及びフィードバックについて 

チェックテストの１類型として授業内容に対する質問を書いてもらうことは、

質問を考えながら授業を聴くことにつながるなどとして、好評でした。 

また、質問に対して授業中に回答してフィードバックするという方式も、授業

で触れられなかった内容を知ることができるなどとして、大変好評でした。 

今学期は、①教育効果が高いこと及び②出席していないにもかかわらず解答す

る受講生が的外れな質問（授業で時間をかけて説明した内容についてその説明を

求める質問等）を書くことが少なくなく、質問を書いてもらうことが出席確認の

機能を果たすことから、パラメータを変更し、質問が割り当てられる割合を春学

期の科目に比べて 3 倍～6 倍に引き上げました。 

一方で、質問への回答の時間を一定程度に抑える観点から、全ての受講生の質

問を取り上げることができず、申し訳ない気持ちでいっぱいです。 

今後も同様の方式を継続する予定です。 
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皆さんの御意見を参考に授業をよりよいものにしていきたいと思います。 

 

 


